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1――中国本土旅行者の動向 

 

中国政府は昨年末、新型コロナ対策を感染予防から重症化防止へ重点を移し、事実上「ゼロコロナ

政策」を卒業して「ウィズコロナ政策」に舵を切った。年明け以降も各地で感染爆発が発生し死亡者

も少なくなかった模様ではあるが、人の移動（人流）は持ち直し、国内旅行をする人も増えてきた。

実際、国内航空旅客数の推移を見ると（図表-1）、今年 4 月にコロナ前（2019 年の同じ月）の水準を

上回り、その後も増加傾向を維持している。そして日本を訪れる人も増え始め、昨年は通期で 19万人

に満たなかった旅行者数が、今年は上半期だけでその 3倍の 59万人に達している（図表-2）。 

 

（図表-1） （図表-2） 

  

 

但し、他国・地域と比べると中国本土からの旅行者の動きは鈍い。今年上半期の訪日外客数は 1071

万人と、コロナ前（2019年上半期）の水準の約 65％まで回復した。しかし、国・地域別の内訳を見る

と（図表-3）、中国本土のシェアは 5.6％とコロナ前（27.2％）に遠く及ばない。韓国がトップで、米
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国もコロナ前（2019年上半期）の水準を超え、中国語圏では台湾・香港が中国本土を上回った。 

 

（図表-3）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2――コロナ前水準に戻るのは 2024年夏と予想 

 

 このように他国・地域からの訪日旅行

者と比べて動きが鈍かった中国本土だ

が、今後は増加ピッチを速める可能性が

高い。日中両国の航空会社が直行便を増

やしているのに加えて、中国政府が日本

向け団体旅行ツアーの再開を通知したか

らである。中国文化観光部は 8月 10日、

中国国民を対象とした海外団体旅行ツア

ーと「航空券＋ホテル」サービスを再開

する国・地域の一覧（第 3 弾）を、全国

の旅行代理店・オンライン旅行会社に対

して通知した。そこには日本の名前も含

まれている（図表-4）。 

 中国本土旅行者は団体旅行ツアーを利

用することが多い。日本の国土交通省観

光庁が発表した「訪日外国人消費動向調

査」を見ると（図表-5）、コロナ前（2019

年）に訪日した中国本土旅行者のうち 27.1％が団体ツアーに参加していた。したがって日本向け団体

旅行ツアーが再開されれば、中国本土旅行者の増加ピッチはスピードアップするだろう。また、先行

事例として第 1弾（今年 2月）で団体旅行ツアーが再開されたタイの動向を見ると（図表-6）、中国本

土旅行者の戻りは日本よりも早いことが分かる。 

（図表-4） 

 

【海外団体ツアーの再開】

■第1弾20ヵ国・地域（2023年2月6日～）

タイ、インドネシア、カンボジア、モルディブ、スリランカ、フィリピン、マレーシ
ア、シンガポール、ラオス、アラブ首長国連邦、エジプト、ケニア、南アフリ
カ、ロシア、スイス、ハンガリー、ニュージーランド、フィジー、キューバ、アル
ゼンチン

■第2弾40ヵ国・地域（2023年3月15日～）

ネパール、ブルネイ、ベトナム、モンゴル、イラン、ヨルダン、タンザニア、ナ
ミビア、モーリシャス、ジンバブエ、ウガンダ、ザンビア、セネガル、カザフス
タン、ウズベキスタン、ジョージア、アゼルバイジャン、アルメニア、セルビ
ア、クロアチア、フランス、ギリシャ、スペイン、アイスランド、アルバニア、イタ
リア、デンマーク、ポルトガル、スロベニア、バヌアツ、トンガ、サモア、ブラジ
ル、チリ、ウルグアイ、パナマ、ドミニカ、エルサルバドル、ドミニカ、バハマ

■第3弾78ヵ国・地域（2023年8月10日～）
オマーン、パキスタン、バーレーン、韓国、カタール、レバノン、バングラデシュ、
ミャンマー、日本、トルコ、イスラエル、インド、アルジェリア、エチオピア、ベナン、
ボツワナ、赤道ギニア、カーボベルデ、ガーナ、カメルーン、コートジボワール、ル
ワンダ、マダガスカル、マラウイ、マリ、モロッコ、モザンビーク、セイシェル、サント
メ・プリンシペ、チュニジア、アイルランド、エストニア、アンドラ、オーストリア、ベラ
ルーシ、ブルガリア、北マケドニア、ベルギー、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ポーラン
ド、ドイツ、フィンランド、オランダ、モンテネグロ、チェコ共和国、ラトビア、リトアニ
ア、リヒテンシュタイン、ルクセンブルク、ルーマニア、マルタ、モナコ、ノルウェー、
スウェーデン、キプロス、スロバキア、英国、アンティグア・バーブーダ、バルバド
ス、グレナダ、コスタリカ、米国、メキシコ、トリニダード・トバゴ、ジャマイカ、ペ
ルー、エクアドル、コロンビア、ガイアナ、スリナム、ベネズエラ、オーストラリア、パ
プアニューギニア、クック諸島、ミクロネシア連邦、北マリアナ連邦、フランス領ポリ
ネシア、フランス領ニューカレドニア

（資料）中国文化観光部の公表資料を基に筆者作成
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 さらに足元の円安・元高もフォローの風となりそうだ。人民元レートの推移を見ると（図表-7）、足

元の水準はコロナ前（2019年）より 2割ほど円安・元高となっており、中国本土旅行者から見ると韓

国ウォンやタイバーツよりも割安感がある。日本とともに人気の高い韓国・タイはライバルだけに、

中国本土旅行者が旅行先として日本を選択する誘因となるだろう。中国本土旅行者の動きはこれまで

鈍く、コロナ前（2019 年）の水準に戻るのは 2024 年末頃と見ていたが、日本向け団体旅行ツアーの

再開で 2024年夏に前倒しになる可能性が高くなった（図表-8）。 

 

（図表-7） （図表-8） 

  

 

 

（図表-5） （図表-6） 
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的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


